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【研究の背景・目的】 
 我々が作製した重度免疫不全NOG (NOD/ 
Shi-scid, IL-2Rγ KO)マウスはヒトの細胞や組織を
拒絶することなく、生着させることでヒト化動物モ
デルの作製に極めて有用であることを世界に先駆
けて報告した。現在、このマウスを使ったヒト化マ
ウスは様々なヒト疾患のモデルとして使われてい
る。 
 我々はこの免疫不全マウスをさらに改良するこ
とによって、よりヒトに近いヒト型動物を作出する
目的で、基盤研究（S）「重度免疫不全NOGマウス
の改良・改変によるヒト化モデル動物の基盤創設」
（代表者：伊藤守、平成18〜21年度）の研究で多様
な免疫不全マウスの開発を行った。 
 本研究の目的は、これら改良免疫不全マウスを基
盤として、ヒト型免疫をもつヒト化動物の作製や
種々のヒト疾患に対応するヒト動物の開発にため
の動物実験系を作出することにある。さらに、この
ヒト型動物を個別医療のための発展型とする方法
論を検討し、ヒト型モデルの汎用性をさらに拡げて
行くことを目的とする。 
 
【研究の方法】 
 前述の基盤研究（S）（平成18〜21年度）の研究
の成果をさらに発展させるために、 
１）ヒト化動物モデル作製のために改良・開発され
た基盤動物（多様な重度免疫不全動物）のヒト化モ
デルとしての有用性とその特性検索を行う。 
２）免疫ヒト化マウス作製法の確立を行う。 
３）ヒトiPS細胞を使ったヒト人工組織、幹細胞の
作製を検討する。 
４）それらを複合化することによって、多様なヒト
型動物実験系の確立を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【期待される成果と意義】 

 ヒト化マウスはヒト疾患の研究や医薬品開発に

極めて有用であることが示されてきた。我々はこ

のヒト化マウスの用途をさらに拡げるために、多

様な改良 NOG マウスを作出してきた。これらマ

ウスを用いることによって、従来困難とされてき

た抗原特異的なヒト型 IgG型抗体を分泌できるマ

ウス実験系を作出することができれば、マラリア、

HIV-1 などのワクチン開発を可能にでき、その用

途は極めて大きいものであると考えられる。また、

従来のヒト化マウスでは限られたヒトの細胞や組

織のリソースに頼ってきた。このことは、ヒト化

マウスを使った研究は特殊な実験系とならざるを

得ない。そこで、近年作製が比較的容易になった

ヒト iPS（人工多能性幹細胞）を使い、容易にヒ

ト胸腺や造血幹細胞を作出できるシステムが可能

になれば、ヒト型モデルの汎用性は極めて拡がり

ことが期待できる。また、個別化医療にも対応で

きるヒト化マウスおよびヒト型実験系が作製でき

る点でも極めて有用と考えられる。  
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